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京大炉ライナック（KURRI-LINAC）において、厚さや濃縮度の異なるウラン・アルミニウム合金をサン

プルとした Self-indication 法を用いた核種定量試験を行い、Self-indication 法の有効性を実験的に検証した。 
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1. 緒言 

平成 26 年度より MA 含有 TRU 燃料の健全性評価のために、パルス中性子源を用いた非破壊分析技術の

研究開発を実施している。研究開発項目の一つに、Self-indication 法[1]を用いた核種濃度定量技術の高度化

がある。本研究では、Self-indication 法による核種定量の精度を向上させるために、対象核種の複数の共鳴

を用いて簡便な方法で解析する手法を開発した。開発した測定手法を、核燃料物質、マイナーアクチニド

核種等を積層した MA含有模擬燃料を用いた試験に適用し、核種濃度定量に関する実証試験を実施した。 

2. 実験 

京都大学原子炉実験所に設置されている電子線形加速器（KURRI-LINAC）の 12m測定ラインに被検体、

Self-indicator、BGOガンマ線検出器 12 台及び低エネルギー中性子の overlap を防止用の Cd フィルターを設

置し実験をおこなった。Self-indicator は NU 板（10×20mm, U-238 厚さ：7.36×10
-3

 /b）とし、被検体中の

U-238 厚さを測定した。被検体は HEU 板(1/2”×1/2”×1/16”）、DU 板(1/2”×1/2”×1/16”) を組み合わせて 5

通りの厚さとし、更に DU板 1枚の測定では、Np-237（26MBq, 1g）、Zr-93（47MBq, 0.48g）も積層した。 

3. 結果 

図１に測定でえられた U-238 の 20.9eV 共鳴の TOF スペクトルを示す。共鳴吸収は被検体厚さの増加に

よって共鳴ピークの減少として観測された。事前に数値計算を用いて作成した計量曲線と得られた共鳴吸

収の減少量を比較することで DU の厚さにについて誤差 2%で一致した。更に、ウラン板と Np-237（MA核

種）及び Zr-93（LLFP 核種）の密封 RI を積層させた試料を用いた試験も行ったところ、Self-indication 法

を適用すれば試料中の不純物の影響をほとんど受けずに測定できることを確認できた。これにより、MA

含有核燃料に対しても本手法を適用できる見通しを得た。 
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      図 1 U-238の 20.9eV の共鳴吸収       図２ 測定値と計量曲線の比較 
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